
別紙２

林業測量・設計・調査積算基準（令和５年10月20日以降適用）の主な改定点

《改定概要》
編・章 内　　容

第3節「3-3-3　パイプ式歪計による調査　２　観測」の数量及び備考を改定
第3節「3-4-1　地下水位測定（半自動観測）」を新設

Ⅲ-1
第1節「1-3-5　技術管理費の積算」にＵＡＶ写真測量、地上レーザ測量、UAVレーザ測量の
精度管理係数について記載

Ⅲ-2 第4節「4-3-2　深浅測量　(2)海岸深浅測量」の歩掛を改定
第1節「1-2　林道測量」の施工歩掛を改定（(2)現地踏査、(3)線形決定（林道測量）、(4)IP設置
測量（クロソイド曲線１箇所、基準点を設置する場合）、(5)中心線測量（クロソイド曲線1箇所、
測点間隔20ｍ）、(7)縦断測量、(8)横断測量）
第1節「1-3　簡易林道測量」の施工歩掛を改定（(2)中心線測量、(3)縦断測量、(4)横断測量、
(5)土質区分・その他調査）
第1節「1-1用地測量」の施工歩掛を改定（(1)作業計画、(2)資料調査、(3)境界確認、(4)用地
幅杭設置測量）
第3節「三次元点群測量」を新設
第2節「山腹工設計」の施工歩掛を改定（(1)設計計画、(2)現地調査、(3)基本事項検討、(4)施
設設計等、(5)報告書作成）
第5節「地すべり防止工設計」の施工歩掛を改定（(1)設計計画、(2)施設設計等）

第Ⅰ編　総則　
□ 特記事項なし。

第Ⅱ編　地質調査業務
第１章　地質調査積算基準　

第1節　地質調査積算基準
1-2　地質調査業務費（p.Ⅱ-1-2）
□ 「１－２－２　地質調査業務費構成費目の内容　１(1)②ア　運搬費」に、ボーリング用資機材の

搬入、搬出の説明を追加。
1-5　安全費の積算（p.Ⅱ-1-4）
□ 安全対策上必要となる経費に「交通誘導員」を追加。

第２章　地質調査標準歩掛
第1節　地質調査業務

1-1　打合せ協議（p.Ⅱ-2-1）
□ 備考５に、関係機関打合せ協議の回数を増減する場合は、１回当たり関係機関打合せ協議

の人員を増減する旨を追記。
1-2-6　機械ボーリングの資機材運搬（p.Ⅱ-2-5）
□ (1)表中の摘要欄（材料費）の燃料消費率を改定。

第3節　地すべり調査
3-1　適用範囲（p.(旧)Ⅱ-2-25）
□ 作業内容の一覧表を削除。
3-3-3　パイプ式歪計による調査（p.Ⅱ-2-27）
□ 「２　観測」の数量及び備考を改定。
3-4-1　地下水位測定（半自動観測）（p.Ⅱ-2-27～28）
□ 「地下水位測定（半自動観測）（SS620、SS621、SS622）」の歩掛を新設。

第３章　ＣＢＲ試験
□ 特記事項なし。

Ⅳ-2

Ⅲ-3

Ⅲ-4

Ⅱ-2
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第Ⅲ編　測量業務
第１章　測量業務積算基準　

第1節　測量業務積算基準
1-2　測量業務費（p.Ⅲ-1-2）
□ 「1-2-2　測量業務費構成費目の内訳　⑤カ　その他」から「印刷製本」を削除。
1-3　測量業務費の積算方式（p.Ⅲ-1-5）
□ 「1-3-5　技術管理費の積算」表１－４に、ＵＡＶ写真測量及び地上レーザ測量を追加。
□ 同表　備考６に、ＵＡＶ写真測量及び地上レーザ測量の作業計画は精度管理係数の対象とし

ない旨を追加。
□ 同表　備考７に、ＵＡＶレーザ測量の精度管理係数は別途計上の旨を追加。

第2節　測量業務共通歩掛
2-1　打合せ協議（p.Ⅲ-1-6）
□ 備考４に、関係機関打合せ協議の回数を増減する場合は、１回当たり関係機関打合せ協議

の人員を増減する旨を追加。

第2章　治山測量
第3節　地すべり防止工測量

3-2　歩掛の補正（p.Ⅲ-2-15）
□ 「表3-2-1　測線長による補正」の備考に、複数の測線がある場合の測線長は、その合計とす

る旨を追加。

第4節　海岸測量
4-3-2　深浅測量　(2) 海岸深浅測量（p.Ⅲ-2-18）
□ 歩掛の改定（機械経費の直接人件費に対する割合）。

（音響測深機を伴う場合の「直接人件費に対する割合」は改定なし）

第3章　林道測量
第１節　路線測量
 1-2-3　（林道測量）施工歩掛（p.Ⅲ-3-4～7）

□ 「(2)現地踏査（SS241）」の、機械経費及び材料費の直接人件費に対する割合を改定。
□ 「(3)線形決定（林道測量）（SS242）」の、機械経費の直接人件費に対する割合を改定。
□ 「(4)IP設置測量（クロソイド曲線１箇所、基準点を設置する場合）（SS243）」の、機械経費及び

材料費の直接人件費に対する割合を改定。
□ 「(5)中心線測量（クロソイド曲線1箇所、測点間隔20ｍ）（SS244）」の、機械経費及び材料費の

直接人件費に対する割合を改定。
□ 「(7)縦断測量（SS246）」の、機械経費の直接人件費に対する割合を改定。
□ 「(8)横断測量（SS247）」の、機械経費の直接人件費に対する割合を改定。

 1-3-1　（簡易林道測量）施工歩掛（p.Ⅲ-3-8～9）
□ 「(2)中心線測量（SS256）」の、技術者の職種別延人員数、機械経費及び材料費の直接人件

費に対する割合を改定。
□ 「(3)縦断測量（SS257）」の、技術者の職種別延人員数、機械経費及び材料費の直接人件費

に対する割合を改定。
□ 「(4)横断測量（SS258）」の、技術者の職種別延人員数、材料費の直接人件費に対する割合を

改定。
□ 「(5)土質区分・その他調査（SS259）」の、技術者の職種別所要日数、延人員数、機械経費及

び材料費の直接人件費に対する割合を改定。
□ 「(2)中心線測量（SS256）」～「(5)土質区分・その他調査（SS259）」の備考に、測量延長が100ｍ

未満の場合は、測量延長100ｍで歩掛を計上する旨を追加。

第4章　その他の測量
第１節　用地測量
 1-1-3　施工歩掛（p.Ⅲ-4-2～7）

□ 「(1)作業計画　イ　現地踏査（SS250）」の、機械経費の直接人件費に対する割合を改定。
□ 「(2)資料調査　ア　公図等の転写（SS251）」の、材料費の直接人件費に対する割合を改定。
□ 「(2)資料調査　カ　公図等転写連続図作成（SS251）」の歩掛を追加。
□ 「(3)境界確認　ア　復元測量（SS252）」の、機械経費及び材料費の直接人件費に対する割合

を改定。
□ 「(3)境界確認　ウ　土地境界確認書作成（SS252）」の、材料費の直接人件費に対する割合を

改定。
□ 「(4)用地幅杭設置測量（SS254）」の、機械経費の直接人件費に対する割合を改定。
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第Ⅲ編　測量業務
第4章　その他の測量　

第３節　三次元点群測量（p.Ⅲ-4-12）
 3-1　UAV写真点群測量
 3-2　地上レーザ測量
 3-３　UAVレーザ測量

□ 項目を追加。（Sコード設定なし）

第Ⅳ編　設計業務
第1章　設計業務積算基準　

第3節　設計業務・簡易設計業務共通歩掛
3-1　打合せ協議（p.Ⅳ-1-5）

□ 備考３に、関係機関打合せ協議の回数を増減する場合は、１回当たり関係機関打合せ協議
の人員を増減する旨を追記。

第2章　治山設計
第2節　山腹工設計
 2-1　適用範囲（p.Ⅳ-2-5）

□ 山腹工設計における「１件」の考え方のほか、グランドアンカー工、補強土工（ロックボルト）、
航空実播工、落石防止工の施設設計等は別途計上する旨を記載。

 (旧)2-2 歩掛の構成、2-3 作業項目の選定フロー、2-4 業務の内容（旧p.Ⅳ-2-5～6）
□ 林野庁の積算要領と整合を図るため削除。

 2-3　施工歩掛（p.Ⅳ-2-5～6）
□ 「(1)設計計画（SS321）」の、数量を改定。
□ 「(2)現地調査（SS320）」の、数量及び備考（適用範囲及び歩掛の補正）を改定。

また、渓間工の現地調査と重複して現地調査する場合の取扱いを削除。
□ 旧「(3)基本事項の決定（SS322）」の名称を、「基本事項検討」に改定し、数量及び備考を改定。

また、渓間工の現地調査と重複して現地調査する場合の取扱いを削除。
□ 「旧(4)施設設計」と「旧(5)設計図作成」を「(4)施設設計等（SS326）」に統合し、「施設設計・設

計図作成」「数量計算」「照査」の３つで構成する歩掛に改定。それに伴い、数量及び備考を
□ 「(5)報告書作成（SS395）」の数量を改定し、備考を削除。

第5節　地すべり防止工設計
 5-1　適用範囲（p.Ⅳ-2-16）

□ 本節の歩掛は、第2節山腹工設計が適用できる工種に適用する旨を記載。
 (旧)5-2 歩掛の構成、5-3 作業項目の選定フロー、5-4 業務の内容（旧p.Ⅳ-2-18～19）

□ 「第２節　山腹工設計」と同様に削除。
 5-3　施工歩掛（p.Ⅳ-2-16）

□ 「(1)設計計画（SS351）」の数量を改定。
□ 「旧(2)施設設計」と「旧(3)設計図作成」を「(2)施設設計等（SS352）」に統合し、「施設設計・設

計図作成」「数量計算」「照査」の３つで構成する歩掛に改定。それに伴い、数量及び備考を

第3章　林道設計
□ 特記事項なし。

第Ⅴ編　計画作成等業務
第1章　計画作成等業務積算基準　

□ 特記事項なし。

第2章　治山関係事業計画作成等
□ 特記事項なし。

第3章　林道関係事業計画作成等
□ 特記事項なし。

設計積算参考資料
第1　使用上の注意　～　第5　保安林指定調書作成業務委託積算基準

□ 特記事項なし。

第6　「新潟県林業関係事業における誤伐防止に関する指針」に係る治山事業業務委託積算基準
6-2　立木調査（施設整備）（p.参-14～15）

□ 材料費「（参考）構成」欄のガソリン数量等を改定（参考数量のためSコードの改定なし）。
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